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　６月６日から20日の期間、もりやアヤメ祭りが四季の里公園
を会場に開催されました。会場は、アヤメやハナショウブの白や
黄色、紫の花に埋め尽くされ、訪れた方々は見事に咲いた花を鑑
賞したりカメラに収めながら、公園内を散策していました。
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　保険料を納めることが経済的に困難な場合は、
本人の申請により日本年金機構で前年（または
前々年）所得を審査し承認を受けると、保険料の
納付が免除、または猶予される制度があります。
保険料を未納のまま放置すると、将来の老齢基礎
年金や、いざというときの障害基礎年金・遺族基
礎年金を受けられない場合がありますので、申請
はお早めに手続きください。
　また、学生の方で保険料を納付することが困難
な場合は、学生納付特例制度をご利用ください。
※所得により申請が受けられない場合あり

◆◇◆保険料免除制度◆◇◆
　所得に応じて、次の4段階の免除制度があります。
◆所得基準
　「申請者本人」と「配偶者」、「世帯主」の前年
所得が次の計算式で計算した金額の範囲内である
ことが要件です。
・・全額免除
　（扶養親族等の数＋１）× 35 万円＋ 22万円
・・4分の 1納付
　78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料等控除額
・・半額納付
　118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料等控除額
・・４分の 3納付
　158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料等控除額
◆免除後の納付額（平成 23年度）と年金額
　承認を受けると、保険料の全額が免除、または
一部を納付し残りの保険料が免除されます。納付
額（平成 23年度）と年金額は次のとおりです。
・・全額免除　保険料全額（15,020 円）免除
　→　年金額に１／２が反映（平成21年３月までは１／３）
・・４分の１納付　保険料額　3,760 円
　→　年金額に５／８が反映（平成21年３月までは１／２）
・・半額納付　保険料額　7,510 円
　→　年金額に３／４が反映（平成21年３月までは２／３）
・・４分の３納付　保険料額　11,270 円
　→　年金額に７／８が反映（平成21年３月までは５／６）
《注意》
　一部保険料を納付しなかった場合は、その期間
の一部免除は無効となり未納扱いとなります。

◆◇◆若年者納付猶予制度◆◇◆
　30 歳未満の方で世帯主の所得にかかわらず、
本人・配偶者の前年所得が一定額以下の場合、申
請により保険料の納付が猶予され、後払いができ
る制度です。
◆所得基準
　申請者本人と配偶者の前年所得が以下の計算式
で計算した金額の範囲内であることが要件です。
　（扶養親族等の数＋ 1）× 35 万円＋ 22万円

◆◇◆申請方法◆◇◆
　申請は原則として毎年必要です。免除等の期
間（始期と終期）は、7月から翌年 6月までです。
免除・猶予申請手続きを行うと、年金事務所で審
査後、承認・却下の結果通知（はがき）が届きま
すので、ご確認ください。
◆申請手続きに必要なもの
・・年金手帳、認め印（本人署名の場合は不要）
・・ 平成 23 年 1 月 1 日以降に転入した方は、平
成 23年度（平成 22年分）課税証明書または
非課税証明書

・・退職（失業）し、特例により申請をする場合は、
雇用保険被保険者離職票（写）・雇用保険受給
資格者証（写）
◎継続申請（全額免除・納付猶予のみ）
　申請時に継続審査を希望して承認されると、翌
年は自動的に審査されます。ただし、失業（退職）
により特例免除で承認された方や一部納付を承認
された方は、毎年申請が必要です。
　平成 23 年７月中であれば、昨年度分も受付で
きます。まずはご相談ください。

　免除は、前年の所得を基準として審査され
ますので、所得金額等の申告は、所得がなく
ても必ず行ってください。
　扶養に入っている方の申告は必要ありませ
んが、申請者本人、配偶者、世帯主の方の申
告が必要となりますので、申告は毎年忘れず
に行ってください。

◆◇◆毎年、所得の申告は忘れずに◆◇◆
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日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

●問合先　日本年金機構　土浦年金事務所　●問合先　日本年金機構　土浦年金事務所　☎☎ 029 － 824－ 7121（資格・納付・免除に関すること） 029 － 824－ 7121（資格・納付・免除に関すること）
　　　　　市役所国保年金課　保険年金Ｇ　内線 105・106　　　　　市役所国保年金課　保険年金Ｇ　内線 105・106

保険料免除制度・若年者猶予制度の利用を！保険料免除制度・若年者猶予制度の利用を！
国民年金保険料が納付困難な方は国民年金保険料が納付困難な方は

7月から　平成23年度（7月～平成24年 6月分）の申請受付開始7月から　平成23年度（7月～平成24年 6月分）の申請受付開始
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　７月から日本年金機構に住民票コードが収録さ
れている方は、住民基本台帳ネットワークを活用
し、住民票の記載等に係る本人確認情報を取得で
きるようになりました。これにより、７月から住
所変更届は原則不要となります。また、住所変更
情報と同様に死亡情報も取得できるようになり、
死亡届も不要となります。
　ただし、日本年金機構に住民票コード未収録の
方や現在の住所が住民票と一致していない方が、
今後、住所を変更したときは、年金事務所へ住所
変更届が必要です。詳しくは年金事務所にお問い
合わせください。なお、共済年金を受けている方
は、これまでどおり共済組合への届出が必要です。

　国民年金保険料の免除や納付猶予の承認を受け
た期間は、保険料を全額納付したときに比べ、将
来受け取る金額が少なくなります。
　10 年以内であれば、古い順からさかのぼって
納付する「追納」ができます。追納すると、老齢
基礎年金の年金額に算入されます。ただし、承認
を受けた期間の翌年度から起算して 3年度目以
降に保険料を追納する場合は、当時の保険料額に
経過期間に応じた加算額が上乗せされます。
　お早めに保険料の追納をしていただくことをお
勧めします。
　追納を希望される場合は、市役所国保年金課ま
たは年金事務所での手続きが必要です。

◆日本年金機構から
年金受給者の住所変更届等に関するお知らせ

国民年金保険料の国民年金保険料の
追納をお勧めします！追納をお勧めします！

　市では、平成 21 年度に策定した地域行動計画「のびゆく守谷子ども未来プラン」に基づき、次世
代を担う子どもたちが、健やかに生まれ育つ社会実現のため、少子化対策を計画的に推進しています。
平成 22年度の実施状況の概要をお知らせします。

事業名 後期計画策定前状況
（平成 21年度）

平成 22年度
実施状況

平成 26年度
目標値

事業予定年度
22 23 ～ 26

通常保育〔受入児童数／施設数〕 808 人／ 8か所 855 人／ 8か所 897 人／ 9か所 ○ ○
延長保育〔受入児童数／施設数〕 127 人／ 8か所 132 人／ 8か所 192 人／ 8か所 ○ ○
休日保育〔受入児童数／施設数〕 3人／ 1か所 2人／ 1か所 8人／ 2か所 ○ ○
子育て短期支援事業
〔ショートステイ受入施設数〕 1か所 １か所 2か所 ○ ○

障害児保育〔受入児童数〕 15人 16 人 30 人 ○ ○
保育所待機児童数 88人 134 人 0人 ○ ○
病後児保育〔受入児童数／施設数〕 準備中 3人／１か所 6人／ 2か所 ◎ ○
一時保育〔受入児童数／施設数〕 7人／ 5か所 6人／ 5か所 12人／ 5か所 ○ ○
ファミリー・サポート・センター
〔サポーター登録数〕 181 人 194 人 220 人 ○ ○

地域子育て支援センター〔事業所数〕 3か所 2か所 2か所 ○ ○
放課後児童クラブ〔受入児童数／施設数〕 386 人／ 9か所 385 人／ 9か所 570 人／ 9か所 ○ ○
放課後子ども教室〔受入児童数／施設数〕 665 人／ 9か所 657 人／ 9か所 788 人／ 9か所 ○ ○
妊婦一般健康診査〔受診率〕 73.9％ 74.6％ 93％ ○ ○
３～４か月児健診〔受診率〕 95.3％ 96.2％ 97％ ○ ○
１歳６か月児健診〔受診率〕 93.5％ 97.3％ 97％ ○ ○
３歳５か月児健診〔受診率〕 93.4％ 94.3％ 97％ ○ ○
中高生の乳児ふれあい体験〔参加者数〕 230 人 148 人 600 人 ○ ○
お父さんと一緒教室〔参加親子数／組数〕 241 人／ 118 組 288 人／ 141 組 300 人／ 150 組 ○ ○

　＊平成 22年度の実施状況の詳細は、市ホームページで閲覧できます。　
　　http://www.city.moriya.ibaraki.jp/section/0320/032007.html

（◎：新規　○：継続）

広報もりや 2011.7.103

次世代を担う子どもたちが、健やかに生まれ育つ社会を目指して！

「のびゆく守谷子ども未来プラン」実施状況の報告「のびゆく守谷子ども未来プラン」実施状況の報告
●問合先　地域子育て支援センター　☎ 45－2462
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　70歳未満の方
　入院時の医療費の自己負担が高額になったと
き、医療機関での窓口負担が自己負担限度額まで
の支払いとなる「限度額適用認定証※」を交付し
ています。この認定証の交付は、事前に市役所国
保年金課において申請が必要となりますので「保
険証」と「認め印」を持参の上、窓口で手続きを
してください。
　また、すでに交付を受けている方の認定証の有
効期限は７月 31 日㈰です。7月 19 日㈫以降に
更新の手続きをしてください。
※住民税非課税世帯の方には、入院時の食事代が
減額される「限度額適用・標準負担額減額認定
証」を交付
◎自己負担限度額
　自己負担限度額は、１か月ごと・１医療機関ご
とに計算します。また、２つ以上の医療機関での
受診や同じ医療機関での外来と入院は、それぞれ
の計算で算定されます。
※保険適用分のみが対象（入院時の食事代や差額
ベッド代は対象外）
70歳未満の方の自己負担限度額（月額）

※「上位所得者」とは、国民健康保険税の算定の
基礎となる基礎控除後の総所得金額が 600 万
円を超える世帯（所得の申告がない方も上位所
得者とみなします）

　70歳から74歳までの方
　70歳から 74歳までの方は、高齢受給者証（青
色）を提示することで 1つの医療機関での入院時
の支払いの際に自己負担限度額が適用されます。
　８月から使用する高齢受給者証は、7月中旬以
降に発送します。医療機関で受診する際は、必ず
保険証と一緒に提示してください。
※住民税非課税世帯の方には、申請により「限度
額適用・標準負担額減額認定証」を交付
◎自己負担限度額
　自己負担限度額は、１か月ごとに「病院・診療
所」「歯科」「調剤薬局」などを区別せず合算しま
す。外来は個人ごとにまとめ、入院を含む自己負
担限度額は世帯内の70歳以上の方で合算します。
※保険適用分のみが対象（入院時の食事代や差額
ベッド代は対象外）
70歳から74歳までの方の自己負担限度額（月額）

※１　「現役並み所得者」とは、同一世帯に住民
税課税所得が 145 万円以上の 70 歳から 74 歳
までの国民健康保険加入者がいる世帯の方〔た
だし、該当者の収入合計が 520 万円未満（2
人以上）、383 万円未満（1人）であると申請
した場合は一般区分扱い〕
※２　平成 24 年４月から 24,600 円に変更予定
※３　平成 24 年４月から 62,100 円（4 回目以
降は 44,400 円）に変更予定
※ 4　「低所得者Ⅱ」とは、同一世帯の世帯主およ
び国民健康保険加入者が住民税非課税である方
※ 5　「低所得者Ⅰ」とは、同一世帯の世帯主お
よび国民健康保険加入者が住民税非課税で、そ
の世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得
は控除額を 80 万円として計算）を差し引いた
ときに 0円となる方

・・国民健康保険税に未納がある場合は、「限度
額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減
額認定証」の交付は受けられません（特別な
事情がある場合は要相談）。

・・外来の場合は、窓口負担が自己負担限度額を
超えても、いったんはその負担額を支払う必
要があります。自己負担限度額を超えた分は、
後日申請により払い戻されます。

・・限度額の適用は、申請月の初日からとなります。

区　分 3回目まで 4回目以降

上位所得者※
150,000 円＋
（医療費－ 500,000 円）

× 0.01
83,400 円

一　　般
80,100 円＋
（医療費－ 267,000 円）

× 0.01
44,400 円

住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円

区　分 外来＋入院
（世帯単位）外来

（個人単位）

現役並み
所得者 ※ 1 44,400 円

80,100 円＋
（医療費－ 267,000 円）

× 0.01
4回目以降は44,400円

一　　般 12,000 円 ※ 2 44,400 円 ※ 3
低所得者Ⅱ ※ 4

8,000 円
24,600 円

低所得者Ⅰ ※ 5 15,000 円
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国民健康保険加入者の皆さんへ　国民健康保険加入者の皆さんへ　入院したときの窓口負担が軽減されます入院したときの窓口負担が軽減されます

「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」の申請

●問合先　市役所国保年金課　保険年金Ｇ　内線102～ 104
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　平成 23 年度からより多くの加入者
の皆さんが受診できるよう、集団健診
を無料にしました。また、これまでの
集団健診に加えて医療機関健診も始め
ます。集団健診を受けにくいという方
は、医療機関健診をご利用ください。

　医療機関健診とは、市指定の医療機
関で実施する健診です。

▼対象者
　満 40歳（平成 24年
３月 31日現在）以
上の市国民健康保険
または後期高齢者医
療に加入中の方
※対象となる方には、受診券を８月初
旬に郵送（受診券は、集団健診・医
療機関健診共通）
※同一年度内に健康診査（ドック検診
含む）を複数回受けることはできま
せん

▼健診期間
　10月１日㈯～ 12月 22 日㈭

▼自己負担額
　1,000 円

▼受診方法
　受診券到着後、受診券に同封の指定
医療機関一覧に掲載された医院等へ
予約する

▼検査項目
　身体測定・血圧測定・血液検査・尿
検査・貧血検査・心電図検査・眼圧
検査
※詳細は、受診券および同封する案内
に記載

▼問合先
　市役所国保年金課
　保険年金Ｇ・医療福祉Ｇ
　内線 104･108 

　７月下旬に「介護保険料額決定通知兼特別徴収開始通知書」
を送付します。平成 23年度の介護保険料年額および年金支
給月ごとの徴収額を記載していますのでご確認ください。
　また、保険料年額の決定に伴い、8月の仮徴収額が変更に
なる場合があります。これは、仮徴収額と本徴収額で納付す
る額に大きな差が生じる方に対し、その差額を解消するため、
年金支給月ごとの徴収額を平準化する（毎回の徴収額をほぼ
同額になるようにする）ものです。
8月の仮徴収額が変更になる方の例
（介護保険料年額47,200円の方の場合）
例１　前年度2月の納付額が10,000円のとき

例２　前年度2月の納付額が5,000円のとき

● 10 月 ･12 月 ･2 月の徴収額を納期（年 6回）１回あたり
の平均額（年額 47,200 円 ÷6 7,900 円）とし、8月の仮
徴収額を減額または増額します（８月仮徴収額０円で、端数
金額がある場合は 10 月で調整）。→翌年度の 4月・6月・8
月の徴収額も 7,900 円となります。
○介護保険料が普通徴収（納付書での納付）の方へ
　8月中旬に「介護保険料納入通知書」を送付します。詳し
くは 8月 10 日号の広報もりやでお知らせします。

保険料年額から仮徴収額
分を差し引いた残額

保険料年額の１期あたりの平均額
 単位：円

前年度
平成２３年度　介護保険料 翌年度の

仮徴収額仮徴収額 本徴収額
H23.2月 4 月 6月 8月 10 月 12 月 H24.2 月 4・6・8月

10,000 10,000 10,000
3,500
↑

（10,000）

7,900
↑

（5,800）

7,900
↑

（5,700）

7,900
↑

（5,700）

7,900
↑

（5,700）

H24.2 月
と同額

H23.2 月と同額

保険料年額から仮徴収額
分を差し引いた残額

保険料年額の１期あたりの平均額
 単位：円

前年度
平成２３年度　介護保険料 翌年度の

仮徴収額仮徴収額 本徴収額
H23.2月 4 月 6月 8月 10 月 12 月 H24.2 月 4・6・8月

5,000 5,000 5,000
13,500
↑

（5,000)

7,900
↑

（10,800)

7,900
↑

（10,700)

7,900
↑

（10,700)

7,900
↑

（10,700)

○介護保険料が特別徴収（年金からの天引き）の方へ

平成 23年度の介護保険料が決定
決定に伴い、8月の仮徴収額が変更になる場合があります
●問合先　市役所介護福祉課　介護保険Ｇ　内線172・173

医 療 機 関 健 診

国民健康保険特定健康診査国民健康保険特定健康診査
後期高齢者医療健康診査後期高齢者医療健康診査

８月30日㈫から集団健診が無料化！
10月１日㈯から医療機関健診を開始

H24.2 月
と同額

変更後

変更前

変更後

変更前

H23.2 月と同額
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新しい保険証は７月下旬に送付
　８月１日からの新しい保険証は、7月下旬に被保険者個人に簡易書留で郵送しま
す。保険証が届きましたら、間違いや変更がないか記載内容を確認してください。
また、不在の場合、郵便局では不在通知を残し一定期間保管した後、国保年金課で
保管します。
　保険証は、被保険者であることを証明するものですので、大切に保管しましょう。
限度額適用・標準負担額減額認定
　住民税非課税世帯の被保険者の方は、入院時の食事代が減額になる制度があり
ます。表の「区分Ⅰ・Ⅱ」に該当する方は、事前に国保年金課窓口で申請し、
病院に入院等した場合は認定証を提示してください。
※平成 20年４月から認定証の交付を受けた方で、８月以降引き続き該当となる場
合は、原則として保険証と一緒に認定証を郵送
●申請方法
　本人（被保険者）の認め印・保険証を持参の上、国保年
金課窓口で申請してください（ただし、土・日曜日、祝日、
年末年始を除く）。なお、認定証の開始日は申請月の初日か
らです。
　区分Ⅱの方で過去 12 か月（過去 12 か月以内に後期高齢
者医療被保険者となられた方は、その日から）の入院日数
が 90日を超える場合は、入院証明書または領収書も持参し
てください。
保険料の算定
　後期高齢者医療保険料は、被保険者全員が個人ごとに納付します。保険料は、被保険者全員が負担す
る｢均等割額」と被保険者ごとの所得に応じて負担する「所得割額」を合計して個人単位で計算されます。

　　　　　　　　　　　　＝ ＋

　　※世帯の所得水準によって、軽減される場合あり
　　※年度の途中で対象になった場合は、月割りで計算
　　※保険料率は２年ごとに見直し（平成 23年度は前年度と同率）
特別徴収　年金を受給している方は年金から天引き（保険料の通知は７月下旬に発送）

仮　徴　収 本　徴　収
４月 ６月 ８月 10月 12 月 H24. ２月

前年度の所得に基づいた徴収額です。平成 23 年
２月に天引きされた場合はその額と同額です。

平成 22 年中の所得に基づき算定した年間保険料
から、仮徴収額を差し引いた額を３回に分けて納
めます。

　次のような場合は特別徴収になりません。
　　・天引き対象の年金受給額が年額 18万円未満の方
　　・介護保険料との合計額が年金額の２分の１を超える方
普通徴収　特別徴収対象外の方は納付書（口座振替）で金融機関などから納付（納付書は７月中旬に発送）
第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期
７月 ８月 ９月 10月 11 月 12 月 H24. １月 ２月

・４月から翌年３月までの１年間分を８回に分けて納めます。
・口座振替を希望の方は、事前に手続きが必要です。国民健康保険税や介護保険料等を口座振替にし
ている方でも、別途申し込みが必要です。

■災害などの特別な理由により、保険料を納付することが困難な方はご相談ください。

75歳以上の方へ（一定の障害があり 65歳以上で県後期高齢者医療広域連合の認定を受けた方を含む）

１年間の保険料額
（100 円未満切り捨て）

均等割額
37,462 円

所得割額
（総所得金額等－ 33万円）× 7.60％

負担区分
区分Ⅰ 区分Ⅱ

本人および世帯員全員が住民税
非課税かつ本人および被保険者
の各種所得から必要経費、控除
を引いた所得が 0円となる場合

本人および
世帯員全員
が住民税非
課税の場合

入院時食事代の標準負担額（１食あたり）
現役並み所得者・一般 260 円

区分Ⅰ
90日までの入院 210 円
90 日を超える入院 160 円

区分Ⅱ 100 円

「保険証」見本

●問合先　市役所国保年金課　医療福祉Ｇ　内線 107・108
後 期 高 齢 者 医 療 制 度後 期 高 齢 者 医 療 制 度
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守
ろ
う

食
中
毒
予
防
３
原
則

　市では、健康診査（下記検診を同日に実施）を
右表のとおり実施します。各健康診査に必要なも
のをご確認の上、会場へお越しください。
※結核・肺がん検診問診票は８月初旬に個人通知
※国民健康保険に加入の方には「特定健康診査受
診券」を、後期高齢者医療に加入の方には「後
期高齢者医療健康診査受診券」を同封
※対象年齢は平成 24年 3月 31 日現在の年齢
◎結核・肺がん検診【対象：40歳以上の方】
・結核・肺がん検診問診票
◎特定健康診査【対象：40～ 74歳の方】
●市国民健康保険の方
・結核・肺がん検診問診票
・特定健康診査受診券
・保険証
●市国民健康保険以外の方＜ご自身の健康保険組
合が市の健康診査を受診できる契約をしている
場合（ご自身の組合に要確認）＞
・結核・肺がん検診問診票
・特定健康診査受診券（健康保険組合発行のもの）
・保険証
※Ｂ ･Ｃ型肝炎検査　特定健康診査を受ける方で
対象年齢の方は受けることができます。（平成
22年度までに受けた方は除く）
◎後期高齢者医療健康診査【対象：75歳以上の方】
・結核・肺がん検診問診票
・後期高齢者医療健康診査受診券
・保険証
◎健康づくり健康診査【対象：19～ 39歳の方】
　通知はしませんので直接会場にお越しください。
◎前立腺がん検診【対象：50歳以上の男性】
　健康保険組合の種類に関係なく検診を希望する
場合、受けることができます。

健康診査のお知らせ健康診査のお知らせ
結核・肺がん検診、特定健康診査、後期高齢者医療健康診査、健康づくり健康診査結核・肺がん検診、特定健康診査、後期高齢者医療健康診査、健康づくり健康診査

◎日程

期　日
会　場

受付
9:30 ～ 11:00

受付
13:15～15:00

８
月
30 日㈫ 保健センター
31日㈬ 保健センター 高野小学校

９
月

 1 日㈭・ 2 日㈮ 文化会館
 4 日㈰ 保健センター
 5 日㈪・ 6 日㈫ 中央公民館
 7 日㈬ 中央公民館 市役所
 8 日㈭・ 9 日㈮ 市役所
11日㈰ 保健センター

12日㈪ 保健センター 向崎農村集落
センター

13日㈫・14日㈬ 郷州公民館

15日㈭ 郷州公民館 乙子農村集落
センター

16日㈮ 西板戸井田園
都市センター

上坪農村集落
センター

20日㈫ 保健センター
21日㈬・22日㈭ 高野公民館

26日㈪ 大木農村集落
センター 北守谷公民館

27日㈫・28日㈬ 北守谷公民館
29日㈭ 保健センター

◎問合先
特定健康診査 市役所

国　保
年金課

内線 102 ～ 104

後期高齢者
医療健康診査 内線 107 ・ 108

健康づくり健康診査
保健センター☎ 48-6000結核・肺がん検診

Ｂ・Ｃ型肝炎検査

　

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
菌
を

「
付
け
な
い
・
増
や
さ
な
い
・
殺
す
」
を

守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
次
の
こ
と
に
気

を
付
け
て
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

①
十
分
に
加
熱（
摂
氏
75
度
で
１
分
以
上
）

す
る

②
食
肉
を
焼
く
と
き
の
箸
と
食
べ
る
と
き

の
箸
を
使
い
分
け
る

③
食
肉
を
扱
っ
た
手
指
や
調
理
器
具
（
ま

な
板
・
包
丁
等
）
は
十
分
に
洗
浄
・
消

毒
す
る

④
食
肉
を
保
存
す
る
と
き
は
、
冷
蔵
庫
や

冷
凍
庫
に
入
れ
、
肉
汁
で
他
の
食
品
を

汚
染
し
な
い
よ
う
密
封
で
き
る
容
器
に

入
れ
る

　テレビのアナログ放送（ＢＳも含む）
は、７月 24 日 24:00 までにすべての
放送が終了（完全停波）します。地上
デジタル放送視聴の準備がお済みでな
い方は、対応をお願いします。
●問合先　デジサポ茨城
　　　　　☎ 029－ 307－ 0101

守
ろ
う

食
中
毒
予
防
３
原
則

77月月2424日アナログ放送終了日アナログ放送終了

地デジの準備はお済みですか？地デジの準備はお済みですか？
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　子どもが大好きな高校生の皆さん。子どもた
ちと保育所で一緒に過ごしませんか？

▼期間　８月１日㈪～ 31日㈬の希望日
※日曜日および８月 13日㈯～ 16日㈫は除く

▼会場　北園保育所・土塔中央保育所

▼対象　市内在住・在学の高校生

▼内容　遊びの相手、お昼寝の介助

▼申込方法　応募用紙（保育所・市役所児童福
祉課に用意）に必要事項を記入し、７月 15
日㈮～ 21 日㈭までに希望する保育所に申し
込む※日曜日・祝日を除く

▼申込・問合先
・北園保育所　　　☎ 48－ 4897
・土塔中央保育所　☎ 48－ 1876

　これからの季節、生ごみの臭いが気になります
よね！　実は、臭いのもとは、「生ごみの水分」
です。また、家庭から排出される可燃ごみのおよ
そ半分は生ごみで、その約８割が水分といわれて
います。
　生ごみの水切りを行うことで、悪臭や腐敗防止
に役立つほか、生ごみ重量の 10％を減らすこと
もできます。
　さらに、収集車の運搬効率や焼却施設の焼却効
率が向上し、地球温暖化防止（ＣＯ２削減）にも
役立ちます。
　生ごみの水切りに、積極的にご協力をお願いし
ます。

◎生ごみの水切り効果
　毎日、生ごみを水切りすると、１世帯あたり１
年間に約 20㎏のごみを減らすことができます。
簡単にできる水きり方法
●野菜などの調理編
・皮むきは洗う前に行い、水分を含む生ごみとは
別にする
・スイカやメロンなど水分の多いものは細かく切
ると水が切れやすくなる
・ざるに乗せて水を切る
・食品トレー・新聞紙の上などに載せ、乾燥させ
てから捨てる
●三角コーナー利用編
・三角コーナーを傾けておき、水分を切り、一晩
おいてから指定袋へ入れる
・排水溝のネットは浅めにセットし、こまめに生
ごみを取る
・水きり袋を取り出すときは、三角コーナーで押
して水を切る（ペットボトルで押すのも有効）
●アイデアグッズ利用編
・ふたつきのバケツの底にざるを敷いて、水が切
れるように保管する
・要らなくなった鍋にざるを敷いて生ごみを保管
する
・水切り用具を使う
●直接絞る編
　お茶がらなどはゴム手袋を
　はめて絞れば、抵抗感は感
　じませんよ！

※（　）は前月比
※５月 25日現在人口　62,741 人
※排出量とは常総環境センターへ搬入されたごみ量を示す

種類 排出量・回収量 昨年同月 １人１日
あたり

ご
み

可燃 1,290.13ｔ
（＋331.17ｔ）1,189.27 ｔ

663 ｇ
（＋154ｇ）

不燃 290.65 ｔ
（＋ 61.49 ｔ） 226.03 ｔ 149 ｇ

（＋ 27ｇ）

粗大 91.76 ｔ
（＋ 29.95 ｔ） 90.82 ｔ 47 ｇ

（＋ 14ｇ）

資
源
物

新聞 8.78 ｔ
（▲ 0.62 ｔ） 9.07 ｔ 5ｇ

（± 0 ｇ）

雑誌 60.55 ｔ
（▲ 6.88 ｔ） 65.82 ｔ 31 ｇ

（▲ 5ｇ）
ダン
ボール

42.74 ｔ
（＋ 8.02 ｔ） 41.48 ｔ 22 ｇ

（＋ 4ｇ）
古着・ 
布類

29.57 ｔ
（＋ 10.94 ｔ） 27.43 ｔ 15 ｇ

（＋ 5ｇ）

缶 12.14 ｔ
（▲ 6.57 ｔ） 18.11 ｔ 6ｇ

（▲ 4ｇ）

ビン 27.10 ｔ
（▲ 21.54 ｔ） 43.62 ｔ 14 ｇ

（▲ 12ｇ）
◇ごみ排出量が、先月および昨年同月と比べ
ると、全体的に非常に増加しています。引き
続き、ごみ減量のため、生ごみの水切り、資
源物の分別徹底、粗大ごみの発生抑制・再利
用にご協力をお願いします。

●問合先　市役所生活環境課　内線 148

市のごみ排出量・資源物回収量 ５月

高校生ボランティア募集！高校生ボランティア募集！

夏休み子育て体験教室

高校生ボランティア募集！高校生ボランティア募集！生ごみの水切りで生ごみの水切りで 悪
臭CU

T！

重量
DOW

N！

重量
DOW

N！
できることから始めよう！

～・ ～・ ～・ ～・ ～・ ～・ ～・ ～・ ～・ ～
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お知らせ

お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
け
や
き
台
ユ
ー
シ

テ
ィ
地
区
計
画
・
美
園
地
区
計

画
の
変
更
に
あ
た
り
、「
守
谷

市
地
区
計
画
等
の
案
の
作
成
手

続
き
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

く
地
区
計
画
の
原
案
の
縦
覧
を

実
施
し
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間　

７
月
25
日
㈪
〜

８
月
８
日
㈪
▼
意
見
の
提
出
期

間　

８
月
９
日
㈫
〜
15
日
㈪

※
縦
覧
・
意
見
提
出
は
土･

日

曜
日
を
除
く

▼
縦
覧･

意
見
提
出･

問
合
先

市
役
所
都
市
計
画
課

☎
45
・
１
９
６
３
（
直
通
）

　

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
県
南
地
区
セ
ン
タ
ー
で

は
、
就
職
を
目
指
し
て
い
る
方

の
た
め
に
、
就
職
相
談
や
職
業

紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
活
動
の
基
本
か
ら
面
接

対
策
を
行
う
就
活
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
や
中
高
年
・
子
育

て
マ
マ
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
等
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
先

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

県
南
地
区
セ
ン
タ
ー
（
土
浦
市

真
鍋
５

－

17

－

26
土
浦
合
同
庁

舎
３
階
）

☎
０
２
９･

８
２
５･

３
４
１
０

　

http://w
w
w
.Jobcafe

-

ibaraki.jp/

　

茨
城
県
内
の
国
税
・
法
人
市

民
税
の
申
告
等
は
、
東
日
本
大

震
災
の
発
生
に
伴
い
、
次
の
と

お
り
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
国
税
の
申
告
等

　

３
月
11
日
以
降
に
到
来
す
る

国
税
の
申
告
・
申
請
・
納
付
等

は
７
月
29
日
㈮
が
期
限
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

震
災
の
被
害
を
受
け
た
た
め
、

期
限
内
に
申
告
・
納
付
等
が
で

き
な
い
方
は
、
さ
ら
に
期
限
を

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
竜
ケ
崎
税

務
署
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
限
内
に
所
得
税
や

消
費
税
の
申
告
書
を
提
出
し
た

個
人
の
方
の
平
成
22
年
分
の
確

定
申
告
に
よ
る
振
替
納
付
日
は

８
月
31
日
㈬
で
す
。

▼
問
合
先

竜
ケ
崎
税
務
署

☎
０
２
９
７
・
66
・
１
３
０
３

（
自
動
音
声
）

◎
法
人
市
民
税
の
申
告
等

　

県
内
に
主
た
る
事
務
所
・
事

業
所
を
有
す
る
方
の
３
月
11
日

か
ら
７
月
28
日
ま
で
に
到
来
す

る
法
人
市
民
税
に
関
す
る
申

告
・
納
付
等
は
、
７
月
29
日
㈮

が
期
限
で
す
。

▼
問
合
先

市
役
所
税
務
課　

市
民
税
Ｇ

内
線
２
０
１

い
ば
ら
き
就
職
・
生
活

い
ば
ら
き
就
職
・
生
活

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

縦
覧
開
始

縦
覧
開
始

け
や
き
台
ユ
ー
シ
テ
ィ

け
や
き
台
ユ
ー
シ
テ
ィ

美
園
地
区
計
画

美
園
地
区
計
画

国
税
・
法
人
市
民
税
に
関
す
る

国
税
・
法
人
市
民
税
に
関
す
る

申
告
等
は
７
月

申
告
等
は
７
月
2929
日
ま
で
に

日
ま
で
に

賃
金
引
き
上
げ
に

賃
金
引
き
上
げ
に

業
務
改
善
助
成
金

業
務
改
善
助
成
金

　

茨
城
労
働
局
で
は
、
事
業
場

の
最
も
低
い
時
間
給
を
計
画
的

に
８
０
０
円
以
上
に
引
き
上
げ

る
中
小
企
業
に
対
し
て
、
賃
金

引
き
上
げ
の
た
め
の
業
務
改
善

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
要
件　

①
賃
金
引
き
上

げ
の
計
画
の
策
定
（
事
業
場
内

で
最
も
低
い
時
間
給
を
４
年
以

内
に
８
０
０
円
以
上
に
引
き
上

げ
る
）
②
１
年
あ
た
り
の
賃
金

引
き
上
げ
額
は
40
円
以
上
（
就

業
規
則
に
規
定
す
る
）
③
引
き

上
げ
後
の
賃
金
支
払
実
績
が
あ

る
こ
と
④
賃
金
引
き
上
げ
の
た

め
に
業
務
改
善
を
目
的
と
し
た

設
備
・
機
器
の
導
入
等
を
行
い

費
用
を
支
払
う
こ
と
▼
支
給
額

等　

支
給
要
件
を
満
た
し
た
年

度
ご
と
に
④
の
経
費
の
２
分
の

１
（
上
限
１
０
０
万
円
）

▼
申
請
・
問
合
先

茨
城
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
９･

２
２
４･

６
２
１
６

　
http://w

w
w
.ibaraki

ro
u
d
o
ukyoku.go.jp/
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◎
沿
道
の
樹
木
繁
茂

　

沿
道
樹
木
が
次
の
よ
う
な
状

態
の
と
き
は
、
人
や
車
の
通
行

に
支
障
を
来
し
、
危
険
で
す
。

所
有
者
の
責
任
の
も
と
剪
定
等

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
樹
木
等
が
原
因
で
事

故
が
発
生
す
る
と
、
樹
木
等
所

有
者
の
管
理
責
任
が
問
わ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
路
面
上
空
へ
の
枝
繁
茂
（
通

行
に
支
障
の
あ
る
高
さ
）

・
立
ち
枯
れ
木
の
路
面
へ
の
倒
木

・
折
れ
枝
、
枯
れ
枝
の
路
面
へ

の
落
下

・
竹
林
の
繁
茂
に
よ
る
路
面
へ

の
飛
び
出
し

◎
沿
道
の
土
砂
流
出
防
止

　

一
時
的
な
大
雨
に
よ
り
、
畑

や
宅
地
な
ど
か
ら
道
路
へ
土
砂

の
流
出
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

土
砂
の
流
出
は
人
や
車
の
通

行
の
支
障
と
な
り
ま
す
の
で
、

個
人
の
責
任
の
も
と
流
失
防
止

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
車
乗
り
入
れ
ブ
ロ
ッ
ク
設
置

防
止

　
「
車
乗
り
入
れ
ブ
ロ
ッ
ク
」

や
「
鉄
板
」
等
を
使
い
駐
車
場

と
道
路
と
の
段
差
の
解
消
を
さ

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
国

土
交
通
省
下
館
河
川
事
務
所
が

管
理
し
て
い
る
小
貝
川
・
鬼
怒

川
の
１
３
６
か
所
（
５
月
31
日

現
在
）で
、堤
防
の
沈
下
・
崩
れ
・

亀
裂
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

河
川
事
務
所
で
は
、
こ
れ
ら

の
応
急
復
旧
の
取
り
組
み
、
さ

ら
に
洪
水
予
報
等
の
基
準
水
位

や
重
要
水
防
箇
所
を
見
直
し
、

現
在
も
堤
防
の
見
回
り
や
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
堤
防
の
内
部
は
見

え
な
い
た
め
、
小
さ
な
亀
裂
や

空
洞
が
あ
っ
た
場
合
は
、
大
き

な
被
害
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。

　

堤
防
付
近
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、
ぜ
ひ
、
防
災
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
き
、
あ
ら
か
じ
め

避
難
に
関
す
る
情
報
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
堤
防
の

異
常
な
状
況
を
発
見
し
た
場
合

は
、
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
通
報
先

・
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課　

安
全
・
安
心
対
策
室

内
線
１
３
４

・
下
館
河
川
事
務
所
調
査
課

☎
０
２
９
６
・
25
・
２
１
７
１

お知らせ

ご
協
力
を

ご
協
力
を
!!!!

安
全
な
道
路
の
た
め
に

安
全
な
道
路
の
た
め
に

洪
水
に
備
え
て

洪
水
に
備
え
て

〜
早
期
発
見
・
早
期
対
策
〜

〜
早
期
発
見
・
早
期
対
策
〜

節 電 に ご 協 力 を ！

《エアコン編》
省エネレッスン
　・ドア・窓の開閉は少なく。
　・レースのカーテンやすだれなどで日差しをカット。
　・扇風機を併用（風が体に当たると涼しく感じます）。
　・外出時は、昼間でもカーテンを閉めると効果的。
　・室外機は風通しのよい場所に設置し、周囲は整理整頓を。
省エネ効果は
○夏の冷房時の室温は２８℃を目安にすると
　年間で電気 30.24kwh の省エネ（約 670 円節約）となります。
○冷房は必要なときだけにすると
　年間で電気 18.78kwh の省エネ（約 410 円節約）となります。
○フィルターを月に 1回か２回清掃すると
　年間で電気 31.95kwh の省エネ（約 700 円節約）となります。
※㈶省エネルギーセンター『家庭の省エネ大事典』から引用

節 電 に ご 協 力 を ！

みんなで省エネ（節電）！手の届くところから始めよう！みんなで省エネ（節電）！手の届くところから始めよう！

れ
て
い
る
方
は
、
歩
道
の
切
り

下
げ
等
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
設
置
は
、
降
雨
時

に
道
路
か
ら
側
溝
へ
の
雨
水
流

入
を
妨
げ
る
だ
け
で
な
く
、
人

や
車
の
通
行
に
支
障
を
来
し
ま

す
。
ま
た
、
事
故
が
起
き
た
場

合
は
設
置
者
の
責
任
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
切
り
下
げ
に
か
か
る

費
用
は
、
Ｌ
型
側
溝
を
４
ｍ
幅

切
り
下
げ
た
場
合
、
標
準
的
な

工
事
で
約
16
万
円
（
宅
地
内
の

改
修
が
必
要
等
、
現
場
条
件
に

よ
り
加
算
）
で
す
。

※
工
事
施
工
業
者
や
費
用
は
、

市
建
設
業
協
会
（
☎
48
・

６
６
７
８
）
で
紹
介

▼
問
合
先

市
役
所
建
設
課　

管
理
Ｇ

☎
45
・
２
０
９
４
（
直
通
）

内
線
２
５
２
・
２
５
３
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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
仕

事
中
・
通
勤
中
に
被
災
さ
れ
た

労
働
者
の
方
、
ご
遺
族
の
方
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

労
災
保
険
給
付
の
請
求
・
認

定
な
ど
、
相
談
は
常
総
労
働
基

準
監
督
署
（
☎
22
・
０
２
６
４
）、

茨
城
労
働
局
労
災
補
償
課
（
☎

０
２
９･

２
２
４･

６
２
１
７
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ピ
ア
ノ
連
弾
と
弦
楽
器
、
フ

ル
ー
ト
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
打

楽
器
で
い
ろ
い
ろ
な
動
物
を
表

現
す
る
「
動
物
の
謝
肉
祭
」
に

鈴す
ず
き木

も
え
み
お
姉
さ
ん
（
ポ
ン

キ
ッ
キ
８
代
目
）
の
お
話
が
加

わ
り
、
と
て
も
楽
し
い
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
で

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

８
月
21
日
㈰
午
後
２

時
開
演
▼
会
場　

中
央
公
民
館

ホ
ー
ル
▼
入
場
料　

１
０
０
０

円
（
小
学
生
以
下
５
０
０
円
）

※
当
日
徴
収
▼
演
奏　

平ひ
ら
や
ま山

桃も
も

子こ

、渡わ
た
な
べ邊

美み
お
と音

（
ピ
ア
ノ
連
弾
）

／
も
り
や
室
内
楽
を
楽
し
む
会

メ
ン
バ
ー
（
弦
、
管
、
打
楽
器
）

／
鈴
木
も
え
み
（
お
話
）
▼
曲

目　
「
動
物
の
謝
肉
祭
」（
お
話

つ
き
）、「
く
る
み
割
り
人
形
」、

「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
ほ
か
▼
後

援　

市
教
育
委
員
会
ほ
か
▼
申

込
方
法　

８
月
20
日
㈯
ま
で
に

電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申

し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

も
り
や
室
内
楽
を
楽
し
む
会

古
谷　

０
９
０
・
８
６
８
５

･

５
２
２
１
／
森　

０
９
０･

９
３
０
６･

２
８
４
４

　

fureai-concert-m
oriya

@
m
br.nifty.com

お知らせ・開催

開　
　

催

▼
日
時　

８
月
７
日
㈰
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
３
時
▼
会
場

牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
牛
久
市
柏
田
町
１
６
０
６

－

１
）

▼
内
容　

①
協
会
の
取
り
組
み

②
災
害
へ
の
備
え
③
災
害
時
の

装
具
の
調
達
④
専
用
ト
イ
レ
の

夏
休
み
親
子
コ
ン
サ
ー
ト

夏
休
み
親
子
コ
ン
サ
ー
ト

献
血
献
血

使
い
方
⑤
入
浴
方
法
と
注
意
点

⑥
困
り
ご
と
の
相
談
⑦
個
人
相

談
⑧
装
具
の
実
物
展
示
※
皮
膚

排は
い
せ
つ泄

ケ
ア
認
定
看
護
師
な
ど
の

指
導
で
勉
強
す
る
▼
参
加
費

１
０
０
０
円
（
弁
当
代
等
）

▼
申
込
方
法　

７
月
31
日
㈰
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
茨
城
県
支
部　

山
之
内

☎
０
２
９
７
・
62
・
７
４
６
３

▼
日
時
・
会
場　

８
月
３
日
㈬

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
守
谷
店
／
８

月
11
日
㈭
ア
ピ
タ
守
谷
店
／
８

月
15
日
㈪
ロ
ッ
ク
シ
テ
ィ
守
谷

Ｓ
Ｃ
▼
時
間　

午
前
10
時
〜
午

後
４
時
※
午
後
０
時
15
分
〜
１

時
30
分
を
除
く

▼
問
合
先

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
48
・
６
０
０
０

東
日
本
大
震
災
に
伴
う

東
日
本
大
震
災
に
伴
う

労
災
認
定
・
請
求

労
災
認
定
・
請
求

　
「
興
味
は
あ
る
け
ど
調
理
ま

で
は
、
な
か
な
か
手
が
出
な
い

…
。」
と
い
う
お
父
さ
ん
は
、

い
ま
せ
ん
か
？

　

講
師
は
、
保
育
所
の
男
性
調

理
員
で
す
。
肩
肘
を
張
ら
ず
に

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お

子
さ
ん
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

▼
日
時　

８
月
６
日
㈯
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
１
時
※
受
付
は

午
前
９
時
15
分
〜
▼
内
容　

手

作
り
シ
ュ
ウ
マ
イ
、
簡
単
野
菜

ス
ー
プ
、
き
ゅ
う
り
の
簡
単
漬

食
育
事
業
２

食
育
事
業
２

お
父
さ
ん
の
料
理
講
座

お
父
さ
ん
の
料
理
講
座

け
、
ご
飯
▼
会
場　

保
健
セ
ン

タ
ー
・
栄
養
指
導
室
（
２
階
）

▼
応
募
資
格　

市
内
在
住
の

４
・
５
歳
児
と
そ
の
父
親
▼
募

集
人
数　

18
組
36
人
（
１
家
族

２
人
ま
で
）
▼
費
用　

親
子
１

組　

５
０
０
円
▼
主
催　

児
童

福
祉
課
、
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
・
夢
っ
子

▼
申
込
方
法　

は
が
き
に
住

所
、
氏
名
（
保
護
者
と
お
子
さ

ん
）、
ふ
り
が
な
、
年
齢
（
お

子
さ
ん
の
み
）、
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
７
月
28
日
㈭
必
着

で
申
し
込
む
※
決
定
通
知
書
は

７
月
29
日
㈮
に
発
送
予
定
／
定

員
超
過
の
場
合
は
抽
選

▼
申
込
・
問
合
先

〒
３
０
２

－
０
１
１
７　

守
谷

市
野
木
崎
１
９
４
７

－

２

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・

夢
っ
子「
食
育
事
業
・
パ
パ
ク
ッ

ク
係
」
☎
45
・
２
４
６
２

人
工
肛
門
、
人
工
ぼ
う
こ
う

人
工
肛
門
、
人
工
ぼ
う
こ
う

の
方
の
勉
強
会
（
県
委
託
事
業
）

の
方
の
勉
強
会
（
県
委
託
事
業
）
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開催・募集

　

放
送
大
学
で
は
２
学
期
（
10

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
放
送
大
学
は
、
テ
レ

ビ
等
の
放
送
を
利
用
し
て
授

業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
出
願
締
切
日　

８
月
31
日
㈬

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
可

▼
資
料
請
求
・
問
合
先

・
放
送
大
学
茨
城
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
３
１
０

－

０
０
５
６　

水
戸

市
文
京
２

－

１

－

１

☎
０
２
９･

２
２
８･

０
６
８
３

・
放
送
大
学
東
京
足
立
学
習
セ

ン
タ
ー

〒
１
２
０

－０
０
３
４　

足
立
区

千
住
５

－

13

－

４
学
び
ピ
ア
21

☎
03
・
５
２
４
４･

２
７
６
０

　

就
職
希
望
の
お
子
さ
ん
（
高

校
生
や
大
学
生
・
既
卒
者
）
を

お
持
ち
の
保
護
者
の
方
を
対
象

に
、
県
内
で
就
職
す
る
た
め
の

情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
23
日
㈯
午
後
２

時
〜
４
時
▼
会
場　

い
ば
ら
き

就
職
・
生
活
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
（
水
戸
市
三
の
丸
１

－

７

－

41
）
▼
費
用　

無
料
▼
定
員

35
人
（
予
約
制
）

▼
申
込
・
問
合
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雇
用
人
材
協
会

☎
０
２
９･

２
２
６･

５
０
６
２

▼
開
催
日
・
内
容　

①
８
月
18

日
㈭
筑
波
山
の
昆
虫
／
②
９
月

15
日
㈭
筑
波
山
の
植
物
／
③
10

月
13
日
㈭
筑
波
山
の
地
質
※
全

３
回
の
講
座
を
受
講
し
た
方
に

は
終
了
証
と
記
念
品
を
贈
呈

▼
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３

時
※
午
前
は
講
義
、
午
後
は
自

然
観
察
会
▼
集
合
場
所　

筑
波

山
御
幸
ケ
原
休
憩
所
（
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
筑
波
山
頂
駅
２
階
）

▼
募
集
定
員　

各
30
人
（
先

着
順
）
▼
参
加
費　

無
料

▼
携
行
品　

山
歩
き
に
適
し
た

靴
・
服
、
雨
具
、
筆
記
用
具
、

昼
食
、
飲
料
水
な
ど
▼
申
込
方

法　

電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

県
環
境
政
策
課　

自
然･

鳥
獣
Ｇ

☎
０
２
９･

３
０
１･

２
９
４
６

は
、
家
庭
部
門
で
は
削
減
率
に

応
じ
抽
選
で
素
敵
な
賞
品
を
贈

呈
し
、
事
業
所
部
門
で
は
削
減

率
が
高
い
事
業
所
を
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
紹
介
し
ま
す
。

▼
家
庭
部
門
〈
グ
ル
ー
プ
コ
ー

ス
〉
原
則
５
世
帯
以
上
の
グ

ル
ー
プ
〈
個
人
コ
ー
ス
〉
各
世

帯
▼
事
業
所
部
門　

県
内
の
事

業
所
▼
締
切
日　

７
月
31
日
㈰

▼
内
容　

応
募
時
か
ら
９
月
末

日
ま
で
の
間
、
節
電
に
取
り
組

み
、
結
果
（
電
気
使
用
量
）
を

報
告
す
る
▼
応
募
方
法　

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合　

家
庭
部

門
は
県
環
境
政
策
課
『
環
境

い
ば
ら
き
』（　

http://w
w
w
.

pref.ibaraki.jp/kankyo/

）

か
ら
、
事
業
所
部
門
は
県
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
（　

http://business2.
plala.or.jp/ibakobo/

）か
ら

申
し
込
む
／
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
申

込
先
か
ら
取
得
し
た
申
込
票
で

申
し
込
む

▼
問
合
先

・
県
環
境
政
策
課　

地
球
温
暖

化
対
策
室

　
☎
０
２
９･

３
０
１・２
９
３
９

・
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
９･

２
４
８･

７
４
３
１

筑
波
山
ア
カ
デ
ミ
ー

筑
波
山
ア
カ
デ
ミ
ー

放
送
大
学

放
送
大
学

1010
月
生
募
集

月
生
募
集

　

県
で
は
、
夏
季
の
間
、
工
夫

し
な
が
ら
節
電
に
取
り
組
む
家

庭
・
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

　

結
果
を
報
告
さ
れ
た
方
に

募　
　

集

就
職
保
護
者
説
明
会

就
職
保
護
者
説
明
会

　

若
年
者
や
離
職
者
等
の
求
職

者
を
対
象
に
「
元
気
い
ば
ら
き

就
職
面
接
会
」を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
・
会
場　

７
月
22
日

㈮
土
浦
合
同
庁
舎
（
土
浦
市
真

鍋
５

－

17

－

26
）
／
９
月
15
日

㈭
県
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
筑
西
市
野
殿
１
３
７
１
）

▼
内
容　

面
接
会
対
策
事
前
セ

ミ
ナ
ー
（
事
前
予
約
制　

㈱

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ス　

☎
０
２
９

･

２
１
２･

３
３
０
５
）
午
後

０
時
30
分
〜
１
時
15
分
（
受
付

は
正
午
〜
）
／
面
接
会
（
予
約

不
要
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

元
気
い
ば
ら
き
就
職
面
接
会

元
気
い
ば
ら
き
就
職
面
接
会

30
分
（
受
付
は
午
後
１
時
〜
）

▼
対
象
者　

若
年
者
（
学
生
を

除
く
）
や
離
職
者
等
の
求
職
者

※
履
歴
書
を
複
数
枚
用
意
▼
参

加
企
業
数　

各
会
場
約
20
社

▼
問
合
先

県
労
働
政
策
課　

☎
０
２
９
・

３
０
１
・
３
６
４
５
（
直
通
）

　

http://w
w
w.pref.ibaraki.

jp/bukyoku/syoukou/rosei/
h23m

ensetu/

家
族
で
！
会
社
で
！

家
族
で
！
会
社
で
！

エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ

エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
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現
在
、
禁
煙
ブ
ー
ム
の
影
響

で
、
公
共
の
場
で
は
喫
煙
所
も

減
っ
て
き
て
お
り
、
喫
煙
者
は

肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

タ
バ
コ
の
煙
は
本
人
の
み
な

ら
ず
、
周
囲
の
非
喫
煙
者
の
健

康
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
は
頭
で
は
分
か
っ
て
い
る

･･･

と
思
い
ま
す
が
、
改
め
て

受
動
喫
煙
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

守
っ
て
欲
し
い
喫
煙
マ
ナ
ー

　

禁
煙
で
き
れ
ば
一
番
い
い
け

れ
ど
、
す
ぐ
に
は
や
め
ら
れ
な

い
と
い
う
方
は
、
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

１
火
を
つ
け
る
前
に
ち
ょ
っ
と

確
認

喫
煙
し
て
も
よ
い
場
所
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
周
囲
に
人

が
い
る
場
合
は
、
喫
煙
を
控

え
ま
し
ょ
う
（
妊
婦
や
子
ど

も
が
い
る
場
合
は
特
に
配
慮

が
必
要
）。

２
歩
行
中
は
禁
煙
で
す

歩
き
タ
バ
コ
の
火
で
服
が
焦

が
さ
れ
た
り
、
や
け
ど
を
さ

せ
ら
れ
た
り
と
い
う
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

３
空
気
清
浄
機
や
換
気
扇
で
は

防
げ
な
い

空
気
清
浄
機
で
は
タ
バ
コ
の

煙
の
ガ
ス
状
の
有
害
物
質
は

除
去
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

家
庭
用
の
換
気
扇
で
は
十
分

な
換
気
が
で
き
な
い
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

家
族
の
た
め
に
も
や
っ
ぱ
り

禁
煙
し
よ
う
と
思
っ
た
ら

　

自
分
自
身
だ
け
で
の
意
思
で

は
難
し
い
と
思
う
方
は
、
禁
煙

外
来
で
の
治
療
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
禁

煙
講
座
を
実
施
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
詳

細
は
広
報
も
り
や
掲
載
予
定
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
生
活
上
で
不
自
由
に
感
じ

て
い
る
こ
と
の
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
生
活
で
、「
年
の

せ
い
だ
か
ら
仕
方
な
い
」「
病

気
だ
か
ら
…
」「
お
っ
く
う
だ

な
」
と
思
っ
て
、
何
も
し
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

で
き
る
こ
と
を
や
ら
な
く
な

る
と
、
生
活
不
活
発
病
に
な
り

ま
す
。
生
活
不
活
発
病
に
な
る

と
体
力
や
筋
力
が
徐
々
に
落
ち

て
き
て
、
寝
た
き
り
や
認
知
症

の
原
因
の
一
つ
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

不
活
発
な
生
活
に
早
く
気
付

い
て
、
あ
な
た
の
生
活
が
活
発

に
な
り
、
生
活
を
楽
し
み
、
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た

め
に
も
、
専
門
家
と
一
緒
に
改

善
策
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
こ
ん
な
と
き
は
ご
相
談
を

・・
床
か
ら
の
立
ち
上
が
り
が
難

し
く
な
っ
た

・
最
近
外
出
が
お
っ
く
う
に

な
っ
た

・・
浴
槽
の
出
入
り
に
時
間
が
か

か
る
よ
う
に
な
っ
た

・・
家
事
が
難
し
く
な
っ
て
き
た

・・
屋
外
や
家
の
中
を
歩
く
の
が

少
し
不
安
定
に
な
っ
た

・・
手
す
り
を
付
け
た
り
、
住
宅

改
修
が
必
要
か
な
？
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た

▼
対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
相
談
日
時
（
予
約
制
）

月
・
火
・
水
・
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
対
応
職
員

理
学
療
法
士
・
保
健
師

▼
利
用
料　

無
料

▼
予
約
・
問
合
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
45
・
１
７
４
４
（
直
通
）

ヘ
ル
シ
ー
保
健
師
だ
よ
り

「
受
動
喫
煙
防
止
」
の
た
め
に

「
受
動
喫
煙
防
止
」
の
た
め
に

●
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
48

・

６
０
０
０

vol.vol.
4949
vol.vol.
4949対象 確実なもの 可能性のあるもの

成人
肺がん、虚血性
心疾患、副鼻

び く う

腔
がん

子 宮 頸
けい

が ん、
気管支ぜんそ
くの悪化、呼
吸機能の低下

子
ど
も

呼吸器感染症（肺
炎や気管支炎な
ど）、気管支ぜん
そく、中耳炎、
慢性の呼吸器感
染症、乳幼児突
然死症候群※１

呼吸機能の低下

胎児
※２ 低出生体重 自然流産

●受動喫煙の影響

生活不活発病を防ごう！

地域包括支援センター

「生活機能」相談

▲主流煙と比べ、副流煙の方が、有害物質を多く
含んでいます

※１赤ちゃんがいる部屋で誰かがタバ
コを吸うと赤ちゃんの尿からニコ
チンが検出されます（目の前で吸
わず、ベランダや換気扇をつけ吸っ
た場合でも同じ）

※ 2胎児の影響は、妊婦以外の周囲の
喫煙の場合

主流煙と比べた副流煙中の有害物質
ニコチン 2.8 倍
タール 3.4 倍
一酸化炭素 (CO) 4.7 倍
ベンツピレン 3.4 倍
アンモニア 46.3 倍

広報もりや 2011.7.1013
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　８月の子育てカレンダー８月の子育てカレンダー ウェブ版 http://www.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/
携帯版 http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/

月 火 水 木 金 土 日
1
夢 に・の12時から・
　 ほ・中

2
夢 の・み

3
夢 の・ほ・み・お

4
夢 ほ・み・お・ま

5
夢 の・ほ 12時から・
　 み・低ほ

6 7

8
夢 の・ほ
ね 親子活動0～1歳★

9
夢 の・み

10
夢 の・ほ・み・お

11予 子育てサークル支援
夢 ほ・み・お・ま

12
夢 の

13 14

15
夢 の12時から・ポ☆・
　 ほ12時まで

16
夢 の・み 12時まで

17
夢 の・ほ・み・お

18
夢 ほ・み・お・ま

19
夢 の・ほ 12時から・
　 み・低ほ

20 21

22
夢 の・ほ・北
ね 親子活動1～3歳★

23
夢 の・み

24予 広場 9月分
　　　（ねっこ・夢っ子）
夢 の・ほ・み・お

25
夢 ほ・み・お・ま

26
夢 の・み 12時から・
　 低み

27 28

29
夢 の・ほ
保 育児健康相談会

30
夢 の・み

31
夢 の・ほ・み・お
（全ひろば12時まで）

予　予約受付開始日　10:00 ～　広場：夢っ子・ねっこ／子育てサークル支援：夢っ子（☎ 48－8804）
ね　ねっこ（まつやま保育園　☎ 45-8828）　　　保　保健センター（☎ 48-6000）

　親子活動　9:30 ～　★要予約
夢　地域子育て支援センター ・夢っ子（☎ 45-2462）

　の　夢っ子ひろばのぎさき（地域子育て支援センター）　9:30 ～ 15:30
　　に　にこにこ広場〔育児相談〕　10:00 ～ 12:00
　　ポ　ぽかぽか子育て教室〔育児相談〕　10:00 ～ 12:00　☆事前に問い合わせ
　ほ　夢っ子ひろばほくえん（北園保育所集会室）　10:00 ～ 15:00
　み　夢っ子ひろばみずきの（郷州小学校）　10:00 ～ 15:00
　お　夢っ子ひろばおおがしわ（大柏生活改善センター）　10:00 ～ 15:00
　中　出前広場中央（中央公民館 1階和室）　10:00 ～ 14:00
　北　出前広場北守谷（北守谷公民館ホール）　10:00 ～ 14:00
　ま　出前広場まなび（もりや学びの里地域活動室）　10:00 ～ 12:00
　低　低年齢の広場〔１歳の誕生日まで〕
　　　（のぎさき／ほくえん／みずきの）12:00 まで
○北守谷児童センター「キ ・ ターレ」（☎ 45-2278）　10:00 ～ 17:00
　　http://www.moriya-koryuplaza.jp/index.php?id=4
○南守谷児童センター「ミ ・ ナーデ」（☎ 21-1224）　10:00 ～ 17:00
　　http://members3.jcom.home.ne.jp/minaade/

予定は変更される場合

があります。

詳細は各事業所へお問

い合わせください。

子育て情報は、支援セ

ンター発行の『お便り』

（各広場や市役所・公

民館などで取得）や、

ホームページで見るこ

とができます。

■虐待相談通報窓口　市役所児童福祉課　月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45－1111　内線 157
■家庭児童相談室　　市民交流プラザ内　月～金曜日　8:30 ～ 17:00　☎ 45－2314
　＊子どもの言葉・発達・成長などさまざまな相談に応じます。
　＊出張相談 … 南守谷児童センター　10：00 ～ 11：30　７月 21日㈭
■育児相談　※電子メールでの相談も行っています（アドレスは『お便り』やホームページ等に掲載）

・ 地域子育て支援センター 9:30 ～ 16:00

・ まつやま保育園 9:00 ～ 16:00

・ わかばのもり保育園 9:00 ～ 16:00

・ 土塔中央保育所 10:00 ～ 16:00

・ 北園保育所 10:00 ～ 16:00

園
庭
開
放
（
月
～
金
曜
日
）

地域子育て
支援センター・夢っ子 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45－2462 土塔中央保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－1876

北園保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－4897
ねっこ

まつやま保育園 月～金曜日　8:30 ～ 16:00　☎ 45－8828 保健センター 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－6000

子子育育てて支支
援援

情情 報報

※ 8月の予約は、7月 22 日㈮から受付開始
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現
在
の
ド
イ
ツ
は
環
境
先
進

国
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。
例

え
ば
、
自
然
保
護
に
つ
い
て

は
、
基
本
法
で
国
家
目
標
を
定

め
て
い
ま
す
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
世
界
の
風
力
発
電

の
20
％
を
占
め
、
ア
メ
リ
カ
に

次
い
で
世
界
有
数
の
風
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
生
産
国
で
す
。
太
陽
光

発
電
は
、
施
設
の
出
力
が
ス
ペ

イ
ン
と
日
本
を
上
回
り
世
界
一

で
す
。
そ
の
上
、ハ
イ
キ
ン
グ
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
が
昔
か
ら

人
気
が
あ
り
、き
れ
い
な
景
観
、

緑
を
尊
重
し
、
屋
外
で
活
動
す

る
こ
と
が
大
好
き
な
ド
イ
ツ
人

は
そ
も
そ
も
環
境
意
識
が
高
い

と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
70
・
80
年
代
に

は
酸
性
雨
の
大
気
汚
染
で
森
林

の
枯
死
問
題
が
あ
っ
た
と
き
、

大
規
模
な
反
対
運
動
を
展
開
し

た
の
は
ド
イ
ツ
で
し
た
。

　

市
民
運
動
の
声
が
強
く
、
反

原
発
運
動
、
平
和
運
動
、
そ
し

て
環
境
運
動
が
盛
ん
で
、
そ
の

時
に
「
緑
の
党
」
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
右
の
写
真
の
切
手
は
私

が
生
ま
れ
た
１
９
７
９
年
の
ド

イ
ツ
郵
便
の
切
手
で
す
。「
節

電
」
と
付
記
が
あ
り
、
32
年
前

に
す
で
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
合

理
化
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
の
ド

イ
ツ
人
の
考
え
は
、「
環
境
の

こ
と
を
思
い
、
よ
い
環
境
を
い

つ
ま
で
も
後
世
に
残
そ
う
」
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
自
然
保
護
の
国
家
目

標
値
を
目
指
す
環
境
を
守
る
政

策
は
厳
し
い
た
め
、「
節
電
、

ご
み
分
別
、節
水
を
し
な
い
と
、

家
計
に
響
く
」
と
考
え
て
い
る

方
が
多
い
の
で
し
ょ
う
。

　

具
体
的
に
言
え
ば
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
抜
き
の
電

気
も
、
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
な
ど

の
自
動
車
燃
料
も
環
境
税
が
付

い
て
い
る
の
で
、
隣
国
よ
り
値

段
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
車
で
近
い
パ
ン
屋
さ

ん
ま
で
行
く
人
々
は
段
々
減
っ

て
き
ま
し
た
。
電
気
も
水
も

節
約
す
る
た
め
に
省
エ
ネ
電

球
、
省
エ
ネ
洗
濯
機
な
ど
の
省

エ
ネ
電
化
製
品
は
当
た
り
前
に

な
り
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
と

２
０
０
９
年
の
間
の
電
気
物
価

上
昇
率
は
60
％
で
す
。
缶
詰
と

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
デ
ポ
ジ
ッ
ト

制
で
、
お
店
に
戻
せ
な
い
と
デ

ポ
ジ
ッ
ト
も
取
り
戻
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

無
駄
に
す
る
の
は
許
せ
な
い
と

い
う
社
会
的
意
識
が
数
年
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ア
イ

ド
リ
ン
グ
は
ご
法
度
で
す
。
日

本
で
も
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に

歩
ん
で
い
る
こ
と
は
、
次
の

例
で
よ
く
分
か
る
と
思
い
ま

す
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
が
毎
年
掲
載
し
て
い

るG
グ
リ
ー
ン
デ
ク
ス

reendex 2010

に
よ
る

と
、
日
本
の
消
費
者
の
マ
イ
・

バ
ッ
グ
使
用
は
増
加
傾
向
で

す
。
マ
イ
・
バ
ッ
グ
を
よ
く
使

用
す
る
割
合
は
、
２
０
０
８
年

に
は
44
％
、
２
０
０
９
年
に
は

57
％
、
２
０
１
０
年
に
は
64
％

で
す
。
素
晴
ら
し
い
向
上
だ
と

思
い
ま
せ
ん
か
。
今
年
の
夏
は

よ
り
一
層
の
節
電
を
グ
リ
ー

ン
・
カ
ー
テ
ン
、
う
ち
わ
、
タ

オ
ル
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

▼
対
象　

市
内
に
住
所
ま
た
は

事
業
所
等
を
有
す
る
方

▼
掲
載
号　

10
月
〜
平
成
24
年

３
月
の
10
日
発
行
号

▼
募
集
数　

各
月
６
枠（
半
枠
）

※
超
過
の
場
合
抽
選

▼
広
告
料　

半
枠（
45
×
85
㎜
）

１
万
５
千
円
／
全
枠
（
45
×

１
７
５
㎜
）
３
万
円

▼
広
告
の
内
容　

守
谷
市
広
告

掲
載
要
綱
・
基
準
等
で
規
定

（
法
令
に
違
反
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
広
告
、
意
見
広
告
等

は
掲
載
不
可
） 

▼
提
出
書
類
等

①
申
込
書
（
秘
書
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
）

②
広
告
デ
ー
タ
（
Ｃ
Ｄ
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
）

③
広
告
デ
ー
タ
を
紙
に
打
ち
出

し
た
も
の

※
返
却
は
し
な
い

▼
申
込
方
法　

８
月
12
日
㈮
必

着
で
書
類
を
郵
送
、
ま
た
は

窓
口
へ
提
出
す
る

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
秘

書
課　

秘
書
・
広
報
Ｇ　

内

線
３
２
２
・
３
２
３

　

hisho@
city.m

oriya.

　

ibaraki.jp

電気は金なり電気は金なり

募
集
！

募
集
！

平
成
平
成
2323
年
度
下
半
期
分

年
度
下
半
期
分

広
報
も
り
や
掲
載
広
告

広
報
も
り
や
掲
載
広
告

土
つちはし

橋勇
ゆ う と

斗さん（愛宕中学校）
三
み し ま

島良
りょうた

太さん（けやき台中学校）
諸
もろずみ

墨龍
りゅうじ

二さん（守谷中学校）

第17回日本リトルシニア全国選抜野球大会

全国大会出場者紹介

※写真右から

取手シニアが優勝

▲1979年の切手

広報もりや 2011.7.1015
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第２回 面白 Facebook 講習会第２回 面白 Facebook 講習会

　昨年11月に発行したハンドブック№9の登録数は62団体でしたが、現
在70団体になりましたので№10を改訂発行しました。各施設に配架して
いますので、ご覧ください。なお、新たに増えた団体は下表のとおりです。
№ 団体名 № 団体名
1 エビネをひろめよう・かい 5 面白図書館もりや
2 もりやみどりの会 6 モリズム
3 守谷山百合の会 7 グリーン SUNダーズ
4 学童サロン「こころ」 8 さくらストリングアンサンブル

●開催日　８月６日㈯　
●時　間　13:30 ～ 15:30
●会　場　市民活動支援センター　2階会議室
●参加費　無料※ PC（XP）は主催者が用意／
　　　　　自分のパソコンの持ち込みも可
●定　員　先着 10人
●申込方法　住所･氏名･年齢・電話番号・電子メー
　　　　　ルアドレス（パソコン）を記入し、電
　　　　　子メールで申し込む　　　
　☆講習（説明）のみを聞きたい方も歓迎します。
　　申し込みの際、その旨をご連絡ください
●申込・問合先　面白図書館もりや　館長：実

さねよし

好
　　　　　　hello@saneyoshi.com

① Facebook の面白概要
　Facebook とはどういうものか理解しましょう
②アカウントを作成しよう
　Facebook を始めるための第 1歩を踏み出しましょう
③あなたのプロフィール情報を設定しよう
④プライバシー情報等の設定をしよう
　気になるプライバシー保護はこれで安心
⑤あなたの記事を投稿 (シェア ) しよう
　いよいよあなたの近況をみんなでシェアしましょう
⑥本日のおさらいと宿題の確認
☆アカウントを作成する際にパソコンのメールアドレス
が必要になるのでご用意ください。
☆講習内容は、一部変更になる場合があります。

《講習内容》

新登録団体紹介NEW！

予想外の好評により
再募集します！

「生きがい発見」映画とトークセッション in もりや「生きがい発見」映画とトークセッション in もりや
　地震で延期になっていましたドキュメンタリー映画 ｢つぶより花舞台」
と鯨エマ監督を囲んでのトークセッションを7月24日㈰に開催します。
「何かしたい」という思いがあれば、「希望の力」が湧いてきます。この
映画をきっかけに、ぜひ、「最初の一歩」を踏み出してみてください。

市民交流プラザ　ギャラリー

１部　13:30　～　15:00（開場13:00 ～）
映画「つぶより花舞台」　LIFE IS A STAGE
還暦を過ぎた 14人のシニア劇団 “ かんじゅく座 ” 立ち上げ
から初舞台までの 7か月を追ったドキュメンタリー
２部　15:10　～　17:00
守谷市民とのトークセッション　
鯨エマ監督（右写真）＆かんじゅく座劇団員

無料

主催：守谷市民活動支援センター
共催：守谷市民活動連絡協議会

面白もりや写真展～ちょっと昔から現在まで～

守谷町の懐かしい思い出を振り返りましょう。
◎展示会場　ロックシティ守谷 SC　◎展示期間　７月 25日㈪～８月４日㈭ 16
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７
月
か
ら
の
ア
ー
カ
ス
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
活

動
ス
ペ
ー
ス
『
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー

ム
』
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
７
月
初
旬
に
は
、
髙た

か
な
し梨

隆た
か
し

陶
芸
作
品
展
「
十
一
年
の
軌

跡
」
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
ま
な
フ
ェ
ス
／
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
い
う
市
民
が
講
師
を
務

め
る
講
座
も
月
２
回
の
ペ
ー
ス

で
行
っ
て
い
ま
す（
今
月
ま
で
）。

こ
の
よ
う
な
今
年
度
か
ら
開
始

し
た
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
を
拠
点

と
す
る
展
覧
会
や
講
座
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
ア
ー
カ
ス
と
市

民
の
皆
さ
ん
と
が
一
つ
の
チ
ー

ム
。
集
中
を
高
め
試
合
に
臨
む

直
前
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
た
ち
の

雰
囲
気
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
創

造
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
成

を
試
み
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
提
案
な

ど
、
年
間
を
通
じ
て
受
け
付
け

て
い
ま
す
。担
当
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
ま
で
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

◎
小
学
校
の
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

学
び
の
里
の
東
側
駐
車
場
に

あ
っ
た
樹
齢
１
０
０
年
以
上
の

桜
の
古
木
が
老
朽
化
で
倒
木
の

危
険
が
高
ま
っ
た
た
め
、
６
月

初
旬
に
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。
小

学
校
だ
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
こ
の

場
所
の
出
来
事
を
見
守
り
続
け

て
き
た
二
本
の
桜
の
木
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
寂
し
い

気
持
ち
が
し
た
の
で
、
ア
ー
カ

ス
で
は
伐
採
後
の
枝
を
も
ら
い

受
け
、
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
始
め
ま
す
。
市
内
の
造
園
業

者
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
き
、
桜

の
枝
を
薫
製
用
の
チ
ッ
プ
に
加

工
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
一
緒

に
面
白
い
形
の
チ
ッ
プ
を
作
る

予
定
で
す
。
そ
の
後
、
今
年
中

に
「（
仮
）
学
び
の
里
薫
製
ま

つ
り
」
を
開
催
し
て
、
桜
の
薫

り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
１
０
０

年
以
上
の
こ
の
場
所
の
歴
史
と

記
憶
を
た
ど
り
、
二
本
の
桜

の
ま
な
ざ
し
の
気
配
を
感
じ

る
「
終
わ
り
は
始
ま
り
」
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
伐
採
作

業
当
日
の
職
人
さ
ん
た
ち
の
動

き
が
端
正
で
、
ま
る
で
長
い
舞

●プログラム申込・問合先（10:00 ～ 18:00）
　アーカススタジオ　☎ 46－2600

もりや学びの里での
アーカスの日常

◎最新情報はウェブで !!
・HP（ホームページ）
　http://www.arcus-project.com/
・BLOG（ブログ）
　http://arcus4u.exblog.jp
・TWITTER( ツイッター )
　http://www.twitter.com/arcusproject

台
を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
の

で
、
そ
の
記
録
映
像
も
上
映
し

ま
す
。
詳
細
は
、
ま
た
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
未
就
学
児
と
保
護
者
の
方
を

対
象
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
毎
月
開
催
中

・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
稲い

な
が
き垣

立た
つ
お男

さ

ん
の
「
お
や
こ
で
楽
し
む

ア
ー
ト
２
０
１
１
」

・
サ
ー
カ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
金か

な

井い

圭け
い
す
け介

さ
ん
の
「
お
や
こ
で

ベ
ビ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
」

　

い
ず
れ
も
、
所
要
時
間
は
１

時
間
程
度
で
、
予
約
者
優
先
で

す
。
※
参
加
費
（
材
料
費
等
）

は
子
ど
も
一
人
３
０
０
円

＊
実
施
日
は
月
に
よ
り
変
動
し

ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

ブ
ロ
グ
等
で
確
認
、
ま
た
は
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
中
高
年
層
の
方
は
男
女
共

同
参
画
意
識
か
ら
遠
く
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
縛
り
か
ら
抜
け
出
せ

な
い
人
が
少
な
く
な
い
の
で

は
？
」
と
思
う
こ
と
が
時
々
あ

り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
中
高
年
の
生
活
に

起
因
し
て
き
た
と
考
え
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
の
大
半
は
、

夫
の
収
入
の
方
が
は
る
か
に
多

く
、
夫
の
立
場
を
表
向
き
は

尊
重
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で

す
。
夫
は
仕
事
、
妻
は
家
事
専

念
か
家
事
に
支
障
の
な
い
程
度

の
仕
事
を
す
る
こ
と
が
社
会
的

に
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

夫
の
勤
務
先
は
男
社
会
で
か
つ

縦
社
会
の
場
合
が
多
く
、
異
動

も
ま
ず
拒
否
で
き
ま
せ
ん
。

　

転
勤
の
あ
る
会
社
に
勤
め
て

い
れ
ば
、
家
族
は
転
勤
族
と
な

る
か
、
単
身
赴
任
家
庭
に
な
る

か
の
ど
ち
ら
か
で
す
。
転
勤
族

を
選
ん
だ
場
合
、
妻
が
正
社
員

な
ど
で
働
い
て
い
て
も
、
離
職

せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
転
勤
先
で
、
妻

が
再
就
職
を
希
望
し
、
仕
事
を

探
す
と
な
る
と
ハ
ー
ド
ル
は
高

く
、
正
社
員
と
し
て
の
勤
務
は

難
し
く
な
り
ま
す
。

　

単
身
赴
任
を
選
ん
だ
場
合
、

妻
が
仕
事
を
続
け
る
こ
と
は
で

き
ま
す
が
、
父
親
は
不
在
の
た

め
、
子
ど
も
の
し
つ
け
や
教
育

は
母
親
の
仕
事
・
母
親
の
責
任

と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
夫
の
仕
事
に

振
り
回
さ
れ
た
妻
は
、
夫
の
定

年
が
近
づ
く
年
齢
に
な
る
と
、

夫
と
の
間
に
心
の
溝
が
で
き
て

し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
夫
は
こ
の
事

態
に
意
外
と
鈍
感
の
よ
う
で
す
。

　

も
し
、
夫
婦
が
男
女
共
同
参

画
的
社
会
の
も
と
に
、
仕
事
や

家
事
・
育
児
を
分
担
で
き
る
暮

ら
し
を
選
択
で
き
て
い
た
ら
、

こ
の
溝
の
深
さ
は
違
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
た
り

も
し
ま
す
。

●
こ
の
コ
ラ
ム
に
関
す
る
ご
意

見
・
ご
感
想
は
、
左
記
ま
で

メ
ー
ル
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

kyoudou@
city.m

oriya.
ibaraki.jp

中 

高 

年 

夫 

婦 

の 

心 

の 

溝

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム
（
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

ARCUS Artist in Residence-IBARAKI
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申
し
込
む

②
化
石
の
レ
プ
リ
カ
づ
く
り

▼
日
時　

８
月
20
日
㈯
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
▼
対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
24
人

（
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

※
最
少
開
催
人
数
10
人
▼
参
加

費　

１
０
０
円
▼
持
参
品　

タ

オ
ル
▼
講
師　

小こ
い
け池

渉わ
た
る

氏
（
茨

城
県
自
然
博
物
館
首
席
学
芸

員
）
▼
申
込
方
法　

８
月
17
日

㈬
ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

申
し
込
む

③
昆
虫
の
は
な
し　

パ
ー
ト
３

「
外
来
種
の
昆
虫
た
ち
」

▼
日
時　

８
月
４
日
㈭
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
▼
対
象　

市
内

在
住
の
小
・
中
学
生
40
人
（
小

学
校
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

※
最
少
開
催
人
数
20
人
▼
参
加

費　

無
料
▼
講
師　

田た

つ

き付
貞さ

だ

洋ひ
ろ

氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

▼
申
込
方
法　

８
月
１
日
㈪
ま

で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し

込
む

■
夏
休
み
子
ど
も
教
室
共
通
会

場
・
申
込
・
問
合
先　

北
守
谷

公
民
館　

☎
47
・
０
１
１
１

◎
網
戸
の
張
替
え
講
習
会

　

あ
な
た
も
、
網
戸
の
張
替
え

の
技
術
を
学
ん
で
、
風
通
し
の
良

い
夏
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

７
月
31
日
㈰
午
前
10

時
〜
正
午
▼
対
象　

市
内
在
住

の
成
人
20
人
※
最
少
開
催
人

数
10
人
▼
参
加
費　

３
５
０

円
（
講
師
謝
金･

教
材
費
）

▼
講
師　

中な
か
む
ら村

洋ひ
ろ
し

氏
（
も
り

や
生
き
生
き
ラ
イ
フ
リ
ー
ダ
ー

バ
ン
ク
登
録
者
）
▼
持
参
品

家
に
あ
る
直
し
た
い
網
戸
、
は

さ
み
、
カ
ッ
タ
ー
▼
申
込
方
法

７
月
25
日
㈪
ま
で
に
電
話
ま
た

は
窓
口
で
申
し
込
む

◎
子
ど
も
将
棋
入
門
教
室

　

夏
休
み
の
ひ
と
と
き
、
将
棋

の
楽
し
さ
を
学
ん
で
み
よ
う
！

▼
日
時　

７
月
31
日
㈰
、
８
月

７
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
（
全
２
回
）
▼
対
象　

市

内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
中
学

生
15
人
※
最
少
開
催
人
数
７
人

▼
参
加
費　

無
料
▼
講
師　

守

谷
市
将
棋
ク
ラ
ブ
会
員
▼
申
込

方
法　

７
月
26
日
㈫
ま
で
に
電

話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
む

◎
夏
休
み
親
子
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
づ
く
り
教
室

　

親
子
で
、
お
友
達
同
士
で
、

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
づ
く
り
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

８
月
21
日
㈰
午
前
10

時
〜
正
午
▼
対
象　

市
内
在
住

の
親
子
20
組
（
幼
児
の
参
加

可
。
１
組
５
人
ま
で
、
小
学
４

年
生
以
上
は
子
ど
も
だ
け
の
参

加
可
）
※
最
少
開
催
人
数
10
人

▼
参
加
費　

一
人
１
０
０
円

▼
講
師　

澤さ
わ

田だ

光こ
う

平へ
い

氏
（
も
り

や
生
き
生
き
ラ
イ
フ
リ
ー
ダ
ー

バ
ン
ク
登
録
者
）
▼
申
込
方
法

８
月
５
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た

は
窓
口
で
申
し
込
む

■
中
央
公
民
館
講
座
事
業
共
通

会
場
・
申
込
・
問
合
先　

中
央

公
民
館　

☎
48
・
６
７
３
１

　

夏
休
み
子
ど
も
体
験
学
習
を

開
催
し
ま
す
。
友
達
と
一
緒
に

学
び
ま
せ
ん
か
。

①
「
囲
碁
」
体
験
学
習

▼
日
時　

７
月
26
日
〜
８
月

30
日
毎
週
火
曜
日
（
全
６
回
）

正
午
〜
午
後
４
時　

▼
対
象

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
中

学
生
15
人
※
最
少
開
催
人
数
７

人
▼
参
加
費　

無
料
▼
講
師

高
野
囲
碁
ク
ラ
ブ
火
曜
会
会
員

②
「
筝こ

と

」
体
験
学
習

▼
日
時　

７
月
26
日
〜
８
月
23

日
毎
週
火
曜
日
（
全
５
回
）
午

後
３
時
〜
４
時
30
分
▼
対
象

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
10
人

※
最
少
開
催
人
数
５
人
▼
参
加

費　

無
料
▼
講
師　

桜さ
く
ら
い井

由ゆ

美み

氏
（
も
り
や
生
き
生
き
ラ
イ

フ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
者
）

▼
申
込
方
法　

①
・
②
と
も
７

月
22
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は

窓
口
で
申
し
込
む

■
夏
休
み
子
ど
も
体
験
学
習
共

通
会
場
・
申
込
・
問
合
先　

高

野
公
民
館　

☎
45
・
５
４
１
１

①
葉
脈
標
本
の
し
お
り
づ
く
り

▼
日
時　

８
月
６
日
㈯
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
▼
対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
24
人
（
低

学
年
は
保
護
者
同
伴
）
※
最

少
開
催
人
数
10
人
▼
参
加
費

１
０
０
円
▼
持
参
品　

タ
オ
ル

▼
講
師　

小こ
い
ず
み泉

直な
お

孝た
か

氏
（
茨
城

県
自
然
博
物
館
主
任
学
芸
主

事
）
▼
申
込
方
法　

８
月
３
日

㈬
ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
始
め
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
、
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
方
、
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

８
月
１
日
㈪
〜
５

日
㈮
午
後
１
時
〜
５
時
（
全

５
日
間
）
▼
会
場　

御
所
ケ

丘
小
学
校
体
育
館
▼
対
象

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

20
人
※
超
過
の
場
合
抽
選

▼
講
師　

武た

け

だ田
紘こ

う
い
ち一

氏
（
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
専
門
部
会
）
▼
参
加
費

１
０
０
０
円（
傷
害
保
険
料
等
）

※
教
室
初
日
に
会
場
で
徴
収

▼
持
参
品　

体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
料
水
※
用
具

は
主
催
者
で
用
意
▼
申
込
方
法

７
月
20
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ　

内
線

２
７
８

中
央
公
民
館
講
座
事
業

中
央
公
民
館
講
座
事
業参

加
者
募
集

参
加
者
募
集

北
守
谷
公
民
館
運
営
協
力
員
事
業

北
守
谷
公
民
館
運
営
協
力
員
事
業

夏
休
み
子
ど
も
教
室

夏
休
み
子
ど
も
教
室

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

高
野
公
民
館
運
営
協
力
員
事
業

高
野
公
民
館
運
営
協
力
員
事
業

夏
休
み
子
ど
も
体
験
学
習

夏
休
み
子
ど
も
体
験
学
習

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

夏
休
み
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

夏
休
み
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
教
室

ス
教
室　
　
　
　

    　　

    

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集
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▼
日
時　

８
月
２
日
㈫
①
午
前

10
時
〜
正
午
②
午
後
１
時
〜
３

時
▼
対
象　

市
内
在
住
で
、
３

歳
以
上
の
健
康
な
方
▼
定
員

各
回
と
も
先
着
30
人
▼
会
場

常
総
運
動
公
園
総
合
体
育
館

▼
参
加
費　

５
０
０
円
（
傷

害
保
険
料
等
）
※
当
日
会
場

で
徴
収
▼
服
装　

運
動
の

で
き
る
服
装
※
靴
下
着
用

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
で
７
月
23
日
㈯
ま
で

に
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

守
谷
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
ク
ラ
ブ
☎
０
８
０
・

５
５
２
３
・
６
８
６
８(

午
後
５

時
〜
10
時
）

npo.m
oriya.

fam
ily-club@

ezw
eb.ne.jp

　

市
内
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
ポ

イ
ン
ト
を
自
転
車
を
使
っ
て
、

地
図
を
見
な
が
ら
探
し
当
て
る

サ
イ
ク
ル
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
再
発

見
、
守
谷
の
神
社
」
で
す
。　

探
し
に
く
い
場
所
や
遠
い
場
所

ほ
ど
ポ
イ
ン
ト
が
高
く
、
問
題

に
正
解
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
加

算
。
高
ポ
イ
ン
ト
を
稼
い
で
規

定
時
間
内
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
そ

　

泳
ぎ
に
自
信
は
な
い
け
ど
、

少
し
で
も
泳
げ
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

８
月
１
日
㈪
〜
５
日

㈮
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
５
日

間
）
▼
会
場　

常
総
運
動
公
園

室
内
温
水
プ
ー
ル
▼
対
象　

市

内
在
住
・
在
勤
の
方
（
小
学
４

年
生
以
上
で
身
長
１
３
０
㎝
以

上
）
40
人
※
超
過
の
場
合
抽
選

▼
講
師　

仁に

っ

た田
栄さ

か
え

氏
・
村む

ら
や
ま山

よ
し
み
氏
（
市
体
育
指
導
委

員
）
▼
目
標　

25
ｍ
完
泳
▼
参

加
費　

１
０
０
０
円
※
教
室
初

日
に
会
場
受
付
で
徴
収
▼
持
参

品　

水
着
、
タ
オ
ル
、
ス
イ
ミ

ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
（
講
師
に
氏
名

が
見
え
る
よ
う
に
書
い
て
あ
る

も
の
）
▼
申
込
方
法　

７
月
25

日
㈪
ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓
口

で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ　

内
線

２
７
８

▼
日
時　

９
月
４
日
㈰
・
11
日

㈰
・
18
日
㈰
・
25
日
㈰
▼
会
場

常
総
運
動
公
園
野
球
場
ほ
か

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
、
ま
た
は
市
体
育
協

会
加
盟
の
チ
ー
ム
▼
参
加
費 

５
０
０
０
円
※
組
み
合
わ
せ
抽

選
会
で
徴
収
▼
抽
選
会　

８
月

22
日
㈪
午
後
７
時
〜
市
役
所
１

階
大
会
議
室
▼
申
込
方
法　

８

月
10
日
㈬
ま
で
に
、
メ
ン
バ
ー

登
録
書
を
添
え
て
、
窓
口
で
申

し
込
む
（
メ
ン
バ
ー
登
録
書
は

生
涯
学
習
課
に
用
意
）

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ　

内
線

２
７
８

▼
日
時　

９
月
４
日
㈰
午
前
８

時
〜
※
予
備
日
９
月
11
日
㈰

▼
会
場　

常
総
運
動
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
▼
対
象　

ペ
ア
の
ど

ち
ら
か
が
、
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
・
在
ク
ラ
ブ
の
方
で
構
成

さ
れ
た
ペ
ア
▼
種
目　

男
女
別

ダ
ブ
ル
ス
戦
▼
競
技
方
法　

６

ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
（
12
ポ
イ
ン
ト

タ
イ
ブ
レ
ー
ク
）
▼
参
加
費

１
ペ
ア　

2
０
０
０
円
▼
申
込

方
法　

８
月
19
日
㈮
午
後
５
時

15
分
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え

て
窓
口
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ　

内
線

２
７
８

▼
開
催
日　

10
月
３
日
㈪
▼
会

場　

筑
波
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
▼
対
象　

市
内
在
住
・
在

勤
の
方
１
８
０
人
▼
参
加
費

４
０
０
０
円
※
当
日
の
プ
レ
ー

費
は
、
１
５
０
０
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参加者募集

　夏の森や公園にはたくさんの昆虫がいます。自然がいっぱいの守谷にはどんな昆虫たちがいるので
しょう。ムシ博士と一緒に、みんなで昆虫採集に出かけませんか。

▼日　　時　8月 7日㈰ 8:00 保健センター出発（7:50 集合）
　　　　　　14:00 北園森林公園解散予定　※雨天中止

▼コ ー ス　保健センター～小さな鳥の資料館～守谷沼～北園森林公園

▼内　　容　コース散策、昆虫採集、小さな鳥の資料館見学
　　　　　　※昼食後に北園森林公園で ｢おさらい学習｣ を実施

▼対　　象　市内在住の小学 3～ 6年生 30人　※超過の場合抽選。最少開催人数 15人

▼参 加 費　300 円（保険料など）※当日徴収

▼主　　催　NPO法人リカレントねっと、市教育委員会

▼申込方法　7月 29 日㈮ 17:15 までに下記へ電話または窓口で申し込む

▼ 申込・問合先　市役所生涯学習課　生涯学習Ｇ　内線 276

　高校生以上の若い世代の方を対象に、この教室の運営をお手
伝いしていただけるボランティアスタッフを募集します。子ど
もたちとの交流を通して、新しい自分を発見してみませんか。
　7月 29 日㈮ 17:15 までに上記へお申し込みください。

市民提案型協働事業

　夏の夕涼みにコンサートはいかがですか？
　このコンサートでは、市内の音楽サークルがさまざまなジャンルの音楽を繰り広げます。
　ご家族・お友達お誘いあわせの上、ぜひご来場ください。

▼開催日時　　8月 20 日、27日、９月３日の土曜日
　　　　　　　17:30 開演

▼会　　場　　市役所中庭（8月 20 日と雨天時は庁舎内ホール）

▼主　　催　　夕べのコンサート実行委員会、市教育委員会

▼問 合 先　　市役所生涯学習課　生涯学習Ｇ　内線 276

▼出演予定
　8月20日㈯
　大正琴山ゆり会、カトレア、守谷ギターアンサンブル、トレモロ＆口

こうきん

琴クラブ、パステルシュガー、
リコーダーコンソートりりぃ、喜

きしゅうか い

舟会・舟
しゅうどうかい

童会・貴
きしょうか い

聳会
　8月27日㈯
　守谷輝

き ふ う か い

風会、ハーモニー松ケ丘、もりや少年少女合唱団、フルートアンサンブル ｢もりの笛｣、女声
合唱団ベルフォーレ、H

ホ ー リ ー

oly P
プ ラ ネ ッ ツ

lanets、D
ド ル チ ェ

olce、オカリーナ風
かぜ

の音
ね

　9月3日㈯
　歌

カ ノ ン

音、ジュニアアンサンブルもりや、コールリリーズ、守谷混声ハーモニー、ウインドアンサンブ
ル守谷、プロ出演：横

よ こ せ

瀬公
き み こ

子（声楽）

市役所中庭が音楽の広場に…

入 場 無 料
お気軽にお出かけください
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ウインドアンサンブル守谷
第 10回記念定期演奏会

もりやミュージックフェア2011
～出演団体の皆で自主運営する手づくり音楽会～

▼開催日　10月30日㈰

▼会　場　高野公民館　多目的ホール

▼主　催　もりやミュージックフェア実行委員会

▼ 申込資格　市内在住・在勤・在学者が主体で、
市内で活動するアマチュア音楽団体
（合奏・合唱・邦楽など）

▼参加費　運営経費実費負担

▼問合先　トレモロ　比前　☎ 48-2288
【第１回打合せ会】　　

▼日　時　７月３０日㈯13:00 ～

▼会　場　高野公民館　集会室１
　　　　　※改めて通知はしませんので、参加

　希望団体は第１回の打ち合わせ
　に必ずご出席ください

▼日　時　7月31日㈰
　　　　　13:30 開場　14:00 開演

▼会　場　中央公民館ホール　　　

▼曲　目　アルメニアンダンス（全曲）
　　　　　江

ごう

～姫たちの戦国～（メインテーマ）
　　　　　ほか

▼後　援　市教育委員会

▼問合先　門池　☎ 45-0217
        　　http://orchestra.musicinfo.

co.jp/~wemoriya/

※当日は混雑が予想されますので、乗り合わせ
　または公共の交通機関での来場にご協力を
　お願いします

　科学の楽しさ・おもしろさを、色々な実験を
通して体験するキャンプです。

▼日　程　8月8日㈪～10日㈬

▼場　所　いもりの里（取手市貝塚）ほか

▼参加費　9,000 円程度

▼参加者説明会
　　　　　7月23日㈯10:00 ～12:00　　　
　　　　　取手市白山公民館　

▼ 申込締切　7月22日㈮

▼申込・問合先
　　　　　NPO法人次世代教育センター・事務局
　　　　　　 090-3137-5511
　　　　　　 0297-78-7310
　　　　　　 jisedai@jcom.home.ne.jp

　夜、光に集まる生き物を観察します。

▼日　時 　8月9日㈫19:00 ～21:00

▼場　所　いもりの里

▼講　師　筑波大学大学院・生命環境科学研
究科グループ

▼ 参加費　1,000 円※年間参加費（観察会等
14回開催予定）は個人申込の場合
1,500円、家族申込の場合 5,000円

▼申込・問合先
　　　　　いもりの里協議会・事務局（ＮＰＯ

法人次世代教育センター内）
　　　　　　 090-3137-5511
　　　　　　 0297-78-7310
　　　　　　 jisedai@jcom.home.ne.jp

科学のおもしろ体験キャンプ 灯火採集

入場無料出演団体募集！！

お 待 た せ し ま し た
図 書 館 再 開 し ま し た

中央図書館は6月28日㈫に再開しました。
　この度の震災の影響で休館していた中央図書館は工事が終了し、現在は、通常どおり開館しています。
皆さんには大変ご不便をお掛けしました。
　各公民館図書室も開室していますので、引き続きご利用ください。
　また、震災による電力不足への節電のため、夏季の開館時間延長はしませんので、ご了承ください。

▼問合先　中央図書館　☎ 45-1000　 http://www.lib.moriya.ibaraki.jp/
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火火 点は前方
消防団夏期規律訓練（6月 5日）

　消防団員・消防署員等約 180 人が参加し、市
消防団夏期規律訓練が百合ケ丘二丁目地内で行わ
れました。参加者たちは、息を合わせた行進で士
気を高め、また、緊張感を持って放水訓練や器具
点検を行い、災害に備えていました。

ポポ イ捨てごみがないまちへ
環境美化の日（6月 5日）

　道端などに捨てられたごみ等を拾い、地域の清
掃美化を行う「環境美化の日」が行われました。
　今回も多くの皆さんにご参加いただき、まちが
きれいになりました。皆さんの地域の美化運動は、
ポイ捨てのないきれいなまちにつながります。次
回 9月 4日㈰もご協力をお願いします。

水水 ができるまで
市内小学４年生の上下水道施設見学会（６月 1日～ 24日）

　6月 1 ～ 7 日の水道
週間に合わせ、市内の
小学 4年生を対象にし
た上下水道施設見学会
が行われました。子ど
もたちは、「浄水施設
では、どんな過程を経
て水道水が作られるの
ですか」などの活発な
質問をし、生活に不可
欠な水道水の理解を深
めていました。

22
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●まちの話題を写真記事でお届けします

夢夢 に向かって
家庭教育講演会（6月 11日）

　元WBA世界スーパーフライ級王者のセレス小
林氏を迎え、中央公民館で家庭教育講演会が開催
されました。保護者の方に、「子どもの夢を摘ん
でしまわないように」、そして、子どもたちには
チャンピオンベルトを見せながら、「夢に向かっ
て、諦めずに進むことが大切」と伝えていました。

ダダ メ。ゼッタイ。
薬物乱用防止キャンペーン（6月 25日）

　社会問題の一つである薬物乱用を防止するた
め、市内ショッピングセンターで薬物乱用防止
キャンペーンを行いました。市内４校の中学生
たちをはじめ、各種団体の協力を得て、薬物乱
用は、「ダメ。ゼッタイ」と訴えました。

舞舞 と響
もりや夢の舞と響（6月５日）

　中央公民館ホールで、「もりや夢の舞と響」が
開催されました。市文化協会芸能部会と音楽部会
で指導者として活躍されている方々が介した舞台
では、洋楽や邦楽の素晴らしい音楽や日本舞踊・
民謡などの日本の伝統芸能が披露されました。

600600 人が来場
第 2回もったいない市（6月 4日）

　市役所駐車場で、第 2回もったいない市が開催
されました。ごみ減量のために、リサイクルの習
慣づくりとして始まった事業に、今回も多数の物
品が提供されました。当日は、600 人を超える来
場者があり、タンスやソファーなどの目利きをし
ながら選んでいました。

広報もりや 2011.7.1023
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守 谷 市 役 所
〒 302-0198　守谷市大柏 950-1

0297-45-1111（代表）
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申 込 日 収 集 日

日
大井沢地区
大野地区
高野、乙子、南守谷地区
原、原本町、北園
小山、奥山新田、奥山本田、
辰新田、同地、赤法花

区　　　分

携帯電話から市の情報を入手できます

◆主な内容◆

http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/

・もりやクリーンカレンダー
・子育てカレンダー
・図書館蔵書検索
・バス及び鉄道時刻表
・スポーツ施設予約
・緊急診療案内

守谷市職員募集
２
０
１
１
年
７
月
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日
発
行　

広
報
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り
や
第
５
６
５
号

７月の納期

８月のし尿収集日

・固定資産税・都市計画税…２期
・国民健康保険税………１期
・後期高齢者医療保険料…１期
・上下水道使用料…５・６月分

 ７/11 ～７/15 ７/27
 ７/25 ～７/29 ８/10
 ８/ 8 ～８/12 ８/24

１ ２ ３
８ ９ 10
15 16 17
22 23 ―
25 26 ―
29 30 ―

平成 23年６月 25日現在

世　帯 23,361戸 （＋29戸）
人　口 62,723人 （－18人）
　男　 31,755人 （－16人）
　女　 30,968人 （－ 2人）
昨年同月人口　　 62,073人     

取手医師会病院（小児科除く）

JAとりで総合医療センター（小児科:水曜日除く）

総合守谷第一病院（小児科 : 水曜日）

 ０２９７－７８－６１１１

 ０２９７－７４－５５５１

 ４５－５１１１

▽試験日・会場・内容
◎第１次試験
・９月18日㈰　市役所
・教養・作文試験､集団討論
◎第２次試験（第１次試験合格
者のみ）
・11月上旬予定　市役所
・面接試験

▽欠格事項
・日本の国籍を有しない人
・成年被後見人または被保佐人
・禁錮

こ

以上の刑に処されその執
行が終わるまで、またはその
執行を受けることがなくなる
までの人
・日本国憲法施行の日以降にお
いて日本国憲法、またはその
下に成立した政府を暴力で破
壊することを主張する政党そ
の他の団体を結成し、または

前月比

※問合先のＧはグループの略表記

●申込・問合先　市役所総務課　職員Ｇ　内線３５４～３５６
これに加入した人

▽勤務条件（給与）
　守谷市職員の給与に関する条
例および規則に基づき支給

▽申込方法
　受験申込書および受験票（総
務課窓口、または市ホーム
ページで取得）に必要事項を
自筆で記入・押印し、窓口へ
持参または郵送する。
※郵送の場合は、受験票送付用
の返信用封筒（縦 23㎝×横
12㎝程度）に宛名を明記の上、
80円切手を貼付し同封

▽申込期間
　７月 12日㈫～８月５日㈮
※郵送の場合は消印有効
※持参の場合は、土・日曜日お
よび祝日を除く午前８時 30
分～午後５時 15分

◎職種・採用予定人員・受験資格
職種

（採用予定人員） 受　　験　　資　　格

一般事務
（８人）

・昭和56年４月２日～平成６年４月１日に生ま
れた人
・高校卒業以上（卒業見込みを含む）、または
高校卒業と同程度以上の学力を有すると認め
られる人

社会福祉士
（１人）

・昭和51年４月２日以降に生まれた人
・社会福祉士の資格を有する、または平成24年
３月31日までに実施される国家試験で資格を
取得する見込みの人

精神保健福祉士
（１人）

・昭和51年４月２日以降に生まれた人
・精神保健福祉士の資格を有する、または平成
24年３月31日までに実施される国家試験で
資格を取得する見込みの人

※一般事務には、栄養士の資格を有する人、土木技術系の人を含む
※募集の詳細は、市ホームページにも掲載（http://www.city.
moriya.ibaraki.jp/citizens02/saiyou/）

守谷市職員募集
平成24年度採用




